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２
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、
各
講

師
と
学
生
達
と
の
交
流
会
を
新
た
に
開

催
す
る
。

３
、
関
東
地
区
親
睦
会
開
催
に
向
け
て

の
検
討
会
を
開
催
す
る
。　　
　

以
上
。

　

総
会
終
了
後
、
第
27
回
北
里
大
学
同

窓
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
者
の
28
Ｆ
Ａ
：

飯
田
碧
氏
よ
り
、
受
賞
課
題
の
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
菅
野
学
部
長
よ
り
写
真
を

交
え
て
、 

海
洋
生
命
科
学
部
の
近
況
等

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
緒
方
副
学
長
も
加
わ
り

「
レ
ス
ト
ラ
ン
白
金
」
に
て
懇
親
会
を

開
催
、
互
い
の
交
友
を
深
め
ま
し
た
。

『
平
成
27
年
度
事
業
報
告
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
、
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会

報
を
平
成
27
年
９
月
と
平
成
28
年
３
月

に
２
回
発
行
し
た
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
し
た
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
た
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

関
西
地
区
の
会
員
を
主
な
対
象
と

し
た
親
睦
会
を
平
成
27
年
７
月
４
日

（
土
）
に
大
阪
市
に
て
開
催
し
た
。

　

北
海
道
地
区
の
会
員
を
主
な
対
象
と

「
平
成
28
年
度

　
　

三
水
会
定
期
総
会
報
告
」

　

平
成
28
年
５
月
21
日
（
土
）
午
後
５

時
よ
り
北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
薬

学
部
一
号
館
１
４
０
２
教
室
に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
三
水
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
総
数
51
名
に
対
し
、
出
席
数

44
名
（
本
人
出
席
37
名
、
委
任
状
提
出

者
７
名
欠
席
７
名
と
な
り
ま
し
た
）。

　

冒
頭
、
議
長
に
水
産
食
品
学
科
３

期
・
斉
藤
勤
氏
、
議
事
録
署
名
人
に
は

水
産
食
品
学
科
６
期
・
堀
内
岳
郎
氏
、

水
産
食
品
学
科
７
期
・
美
野
朋
隆
氏
を

選
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
執
行
部
よ
り
、

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案

及
び
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
提
案
議
事
は
す
べ
て

終
了
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
、
高
橋
会
長
よ
り
次
の
と
お
り

補
足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
活
動

に
つ
い
て
は
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

　

義
援
金
寄
付
先
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
統
合
す
る
越
喜
来
小
・
中
学
校
、
崎

浜
公
益
会
等
と
す
る
。

平成27年度収支決算書
平成28年３月31日現在

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 決算額 科　　目 予算額 決算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会HPの運営費

⑶ 親睦会の開催費

⑷ 同期会等助成費

⑸ 大学･学生との懇談会費

⑹ 準会員活動助成金

⑺ 就職ガイダンスの開催費

⑻ 漁船海難遺児育英会寄付

⑼ 講演会開催費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

４．次年度繰越金

4,950,000

2,250,000

200,000

 400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

1,300,000

2,370,000

420,000

700,000

300,000

900,000

50,000

3,439,881

4,196,945

2,029,623

120,000

400,000

33,000

0

150,000

87,000

50,000

1,327,322

1,833,024

291,635

516,844

232,598

781,947

10,000

4,728,002

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

６．講演会開催費

4,792,000

704,000

3,950,881

3,000

10,000

1,300,000

4,792,000

704,000

3,950,881

1,090

10,000

1,300,000

合　　計 10,759,881 10,757,971 合　　計 10,759,881 10,757,971

財　産　目　録
平成28年３月31日現在

＊一般会計（円）
預金等

みずほ銀行　　　　　　　　三ツ境支店
山梨中央銀行　　　　　　　　小沼支店
みずほインベスターズ証券　　新宿支店

普　1159267
普　214393
ＭＭＦ

496,682
3,566,632
606,746

現　　　金 57,942

合　　　計 4,728,002

＊特別会計（円）
（1）事業積立金
みずほインベスターズ証券　　新宿支店 ＭＭＦ 1,000,000

（2）大学助成金
ゆうちょ銀行　〇八八　　088 普　15963761 150,126

※ 一般会計「準会員活動助成」の対象とならない北里大学や準会
員以外の団体等に対する助成を目的とする積立金

監　査　報　告

　三水会規約に基づき、提出された収支決算書の各事項に
ついて監査を行った結果、その内容は適当なものと認めます。

平成28年５月21日

監事　伴　　圭司
監事　大野　良樹
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対
象
に
行
う
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
漁
船

海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、寄
付
を
行
う
。

10
．
東
日
本
大
震
災
に
係
る
支
援
活
動

や
義
援
金
活
動
の
実
施

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
三
陸
町
の

方
々
を
ご
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き

義
援
金
募
金
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
義

援
金
の
寄
付
先
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
三

陸
町
の
復
興
に
資
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
協
議
の
上
で
選
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

11
．
講
演
会
の
開
催

　

第
50
回
北
里
大
学
同
窓
会
講
演
会
を

平
成
27
年
11
月
７
日
（
土
）
三
水
会
の

担
当
で
開
催
し
た
。

『
平
成
28
年
度
事
業
計
画
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
、
お
よ
び
各
種
情
報
を
含
む
会

報
を
平
成
28
年
９
月
と
平
成
29
年
３
月

の
二
回
発
行
す
る
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
す
る
。

３
．
会
員
の
現
状
の
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

各
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
た
親
睦

会
を
開
催
す
る
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

６
．
大
学
・
学
生
と
の
懇
談
会
の
開
催

　

学
部
教
員
お
よ
び
在
学
生
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行
う
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
経
費
、
準
会
員
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
に
よ
る
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を

対
象
に
、
平
成
27
年
10
月
14
日
（
水
）

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
た
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄
付
を

行
っ
た
。

10
．
東
日
本
大
震
災
に
係
る
支
援
活
動

や
義
援
金
活
動
の
実
施

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
大
船
渡
市
三
陸
町
に
も

甚
大
な
る
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴

い
、
被
災
さ
れ
た
三
陸
町
の
方
々
を
支

援
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
引
き
続
い

て
募
金
活
動
を
行
っ
た
。

し
た
親
睦
会
を
平
成
28
年
２
月
20
日

（
土
）
に
札
幌
市
に
て
開
催
し
た
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
お
よ
び
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
等
の
卒
業
生
に
よ
る
集
会
に
対
し

て
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
。

６
．
学
部
・
学
生
と
の
懇
談
会
の
開
催

　

学
部
教
員
お
よ
び
在
学
生
と
の
懇
談

会
を
、
今
年
度
は
開
催
し
な
か
っ
た
。

７
．
準
会
員
活
動
助
成

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
経
費
、
準
会
員
活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
し
た
。

８
．
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
に
よ
る
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を

平成28年度予算

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 科　　目 予算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会ＨＰの運営費

⑶ 親睦会開催費

⑷ 同期会等助成費

⑸ 大学・学生との懇談会費

⑹ 準会員活動助成金

⑺ 就職ガイダンスの開催費

⑻ 漁船海難遺児育英会寄付

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

3,700,000

2,300,000

200,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

2,370,000

420,000

700,000

300,000

900,000

50,000

3,932,002

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

4,537,000

724,000

4,728,002

3,000

10,000

合　　計 10,002,002 合　　計 10,002,002
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を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
．
出
会
い
の
あ
と

　

大
船
渡
湾
と
越
喜
来
湾
か
ら
は
毎
年

同
藻
が
分
離
さ
れ
、
両
湾
に
常
在
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し

湾
内
の
二
枚
貝
は
ほ
と
ん
ど
毒
化
せ

ず
、
記
憶
喪
失
性
貝
毒
に
関
し
て
は
両

湾
の
二
枚
貝
は
安
全
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
他
の
研
究
機
関
で
調
べ
た
結

果
や
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
食
中
毒
記

録
に
も
、
記
憶
喪
失
性
貝
中
毒
と
疑
わ

れ
る
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
、
わ
が
国

で
は
麻
痺
性
貝
毒
の
場
合
の
よ
う
な
貝

の
定
期
的
な
検
査
は
行
わ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
珪
藻
は
、

培
養
実
験
の
際
の
毒
生
産
が
非
常
に
特

徴
的
で
お
も
し
ろ
い
の
で
、
我
々
も
こ

の
珪
藻
の
毒
生
産
特
性
を
調
べ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
珪
藻

は
細
胞
が
盛
ん
に
分
裂
増
殖
し
て
い
る

時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
毒
を
作
ら
ず
、
栄

養
塩
が
枯
渇
し
た
あ
と
に
急
激
に
毒
を

生
産
す
る
こ
と
や
毒
の
生
産
に
は
培
地

内
の
細
菌
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
珪
藻
の

　

そ
の
後
本
学
に
赴
任
し
て
初
め
て
手

が
け
た
の
が
、
こ
の
記
憶
喪
失
性
貝
毒

に
関
す
る
研
究
で
し
た
。
こ
の
毒
の
本

体
は
、
元
々
は
奄
美
地
方
で
回
虫
な
ど

の
駆
虫
剤
と
し
て
煎
じ
て
飲
ま
れ
て
い

た
ド
ウ
モ
イ
酸
と
い
う
紅
藻
ハ
ナ
ヤ
ナ

ギ
の
持
つ
ア
ミ
ノ
酸
な
の
で
す
が
、
一
旦

中
毒
す
る
と
重
症
の
場
合
は
脳
内
の
短

期
の
記
憶
を
貯
蔵
し
て
お
く
海
馬
と
い

う
組
織
が
破
壊
さ
れ
る
た
め
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
と
同
様
な
記
憶
障
害
が
起
こ

る
怖
い
食
中
毒
で
す
。
水
産
庁
の
依
頼

で
す
が
、
児
玉
教
授
を
中
心
と
す
る
グ

ル
ー
プ
内
で
そ
の
年
か
ら
私
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
船
渡
湾
を

中
心
に
一
年
を
通
じ
て
、
ホ
タ
テ
貝
や

ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

冬
季
に
少
し
毒
化
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
毒
を
生
産
す
る
原
因
藻
が
い

る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
さ
ら
に

調
べ
た
と
こ
ろ
、
カ
ナ
ダ
で
発
見
さ
れ

た
の
と
同
じ
種
類
の
珪
藻
が
分
離
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
本
学
部
に
お
ら
れ
た

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
研
究
の
専
門
家
の
小
池

一
彦
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
、
卒
論
生

と
苦
労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
珪
藻
は
比
較
的
分
離
し
に
く
く
、

初
心
者
の
卒
論
生
に
は
ス
ト
レ
ス
の
た

ま
る
作
業
で
、
や
っ
と
分
離
し
培
養
実

験
で
強
い
毒
生
産
能
を
確
認
で
き
た
時

の
う
れ
し
そ
う
な
顔
は
今
で
も
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
あ
と
記
憶

喪
失
性
貝
毒
生
産
珪
藻
に
つ
い
て
研
究

グ
毒
を
含
み
危
険
な
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
通
達
で
は
、
筋
肉
部

の
摂
食
は
コ
モ
ン
フ
グ
と
ヒ
ガ
ン
フ
グ
の

場
合
岩
手
県
越
喜
来
湾
と
釜
石
湾
お
よ

び
宮
城
県
の
雄
勝
湾
で
漁
獲
さ
れ
る
も

の
を
除
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
危
険
な
神
経
毒
で
、
中
毒
す

る
と
有
効
な
解
毒
薬
が
な
く
非
常
に
危

険
な
毒
で
す
。
そ
ん
な
毒
を
有
す
る
生

物
が
豊
富
な
三
陸
は
、
あ
ま
り
あ
り
が

た
く
な
い
の
で
す
が
、
わ
が
国
の
猛
毒

の
メ
ッ
カ
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
立
地
の
学
部
で
研
究
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
訳
で
す
の
で
、
当

然
麻
痺
性
貝
毒
や
フ
グ
毒
に
関
し
て
も

研
究
を
進
め
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
三

陸
に
来
て
か
ら
始
め
た
記
憶
喪
失
性
貝

毒
を
中
心
に
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
記
憶
喪
失
性
貝
毒
と
の
出
会
い

　

記
憶
喪
失
性
貝
毒
と
の
出
会
い
は
、

実
は
三
陸
に
来
る
前
に
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
以
前
米
国
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド

大
薬
学
部
の
清
水
譲
先
生
の
と
こ
ろ
で

１
年
間
博
士
研
究
員
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
は
フ
グ
毒
の

前
駆
体
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
の
で

す
が
、
同
室
の
中
国
人
留
学
生
が
カ
ナ

ダ
の
記
憶
喪
失
性
貝
中
毒
の
原
因
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
追
求
を
し
て
い
て
、
毒
を

微
量
作
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
見
つ
け
て

喜
ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ

れ
が
記
憶
喪
失
性
貝
毒
と
の
初
め
て
の

出
会
い
で
す
。

　

水
産
学
部
と
海
洋
生
命
科
学
部
で
の

思
い
出
を
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
な

が
ら
研
究
を
中
心
に
簡
単
に
た
ど
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

１
．
貝
毒
・
フ
グ
毒
と
三
陸

　

20
年
以
上
お
世
話
に
な
っ
た
北
里
大

学
水
産
学
部
（
現
在
の
海
洋
生
命
科
学

部
）
で
す
が
、
私
は
も
と
も
と
麻
痺
性

貝
毒
や
フ
グ
毒
の
研
究
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
お
世
話
に
な
る
前
か
ら
そ

の
存
在
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
大
船

渡
湾
は
、
チ
リ
地
震
津
波
の
翌
年
の

１
９
６
１
年
死
者
１
名
を
含
む
麻
痺
性

貝
中
毒
で
有
名
な
湾
で
、
同
湾
に
は
こ

の
毒
を
生
産
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
存

在
し
、
そ
れ
を
食
べ
た
二
枚
貝
の
ホ
タ

テ
ガ
イ
類
が
毒
化
し
そ
れ
が
原
因
で
食

中
毒
が
起
こ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
わ
が
国
で
は
、
国
内
産
フ
グ
の

部
位
別
の
毒
性
を
丹
念
に
調
べ
て
、
可

食
部
位
を
厚
生
省
が
通
達
で
示
し
て
い

ま
し
た
。
本
学
の
児
玉
正
昭
先
生
や
東

北
大
の
安
元
健
先
生
は
、
三
陸
沿
岸
に

水
揚
げ
さ
れ
る
フ
グ
の
毒
性
を
さ
ら
に

調
べ
、
コ
モ
ン
フ
グ
と
ヒ
ガ
ン
フ
グ
の
筋

肉
部
は
そ
れ
ま
で
大
丈
夫
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
時
に
か
な
り
の
濃
度
の
フ

北
里
大
学
の
思
い
出

―
退
職
に
際
し
て

応
用
生
物
化
学
講
座
・
准
教
授

小
瀧　

裕
一

越喜来湾・大船渡湾調査
2015年５月
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こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ
る
北
里
大
学

同
窓
会
研
究
奨
励
賞
を
賜
り
ま
し
て
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
選
考
委
員
の

先
生
方
、
同
窓
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
水
産
学
部
（
現
海
洋
生
命
科
学

部
）
在
籍
時
は
、
環
境
生
態
学
研
究
室

に
所
属
し
、
井
田
齊
先
生
、
朝
日
田
卓

先
生
、
林
崎
健
一
先
生
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
卒
業
論
文
で
は
三
陸
沿
岸
の

砕
波
帯
に
出
現
す
る
仔
稚
魚
相
に
つ
い

て
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
水
産

学
部
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
海
洋
研
究

所 

（
現
大
気
海
洋
研
究
所
）
／
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科
に
進
学
し
、
塚

本
勝
巳
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
博
士 

（
農
学
） 

を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
学

位
取
得
後
は
、
琉
球
大
学
、
フ
ラ
ン
ス

国
立
自
然
史
博
物
館
で
の
研
究
員
を
経

て
、
昨
年
度
か
ら
新
潟
大
学
で
教
員
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
内
容
は
、「
両
側
回
遊

性
ハ
ゼ
亜
目
魚

類
の
回
遊
生
態

の
多
様
性
に
関

す
る
研
究
」

で
、
私
が
大
学

院
か
ら
こ
れ
ま

で
行
っ
て
い
る

研
究
で
す
。
大

性
貝
中
毒
に
関
し
て
、
相
模
原
か
ら
学

生
達
と
出
張
し
て
数
年
調
べ
た
と
こ

ろ
、
毒
生
産
珪
藻
は
確
か
に
存
在
し
ま

す
が
二
枚
貝
は
ほ
と
ん
ど
毒
化
せ
ず
、

震
災
前
同
様
記
憶
喪
失
性
貝
中
毒
の
起

き
る
可
能
性
は
そ
う
高
く
は
な
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
麻
痺
性
貝
毒
に
関
し
て

緒
方
武
比
古
先
生
の
グ
ル
ー
プ
が
調
べ

た
と
こ
ろ
、
チ
リ
地
震
津
波
の
あ
と
と

同
様
、
毒
生
産
渦
鞭
毛
藻
が
大
量
発
生

し
ホ
タ
テ
貝
が
長
期
に
渡
っ
て
高
度
に

毒
化
し
ま
し
た
。
同
湾
の
養
殖
は
、
最

近
は
毒
化
し
に
く
く
生
産
が
容
易
な
カ

キ
に
シ
フ
ト
し
て
復
興
中
で
す
。
越
喜

来
湾
の
方
は
、
麻
痺
性
貝
毒
も
発
生
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ワ
カ
メ
に
続
き

様
々
な
貝
類
の
養
殖
を
試
す
な
ど
こ
れ

ま
た
復
興
ま
っ
た
だ
中
で
す
。
関
連
し

て
、
相
模
原
に
避
難
し
て
初
め
て
の
研

究
室
の
卒
業
生
大
谷
君
は
、
卒
業
後
の

進
路
と
し
て
漁
師
を
選
び
、
目
下
越
喜

来
湾
で
奮
闘
中
で
す
。

５
．
お
わ
り
に

　

そ
の
他
の
思
い
出
は
、
挙
げ
た
ら
き

り
が
な
い
の
で
以
下
に
列
挙
す
る
だ
け

に
し
ま
す
。

車
に
依
存
し
た
生
活
、
部
活
の
顧
問

（
地
質
、
剣
道
、
ゴ
ル
フ
、
北
里
三
陸

湧
昇
龍
）、
ク
ラ
ス
主
任
、
三
陸
売
り

込
み
企
画
体
験
実
習
、
卒
業
生
と
の
釣

り
ビ
ー
ル
・
・
・
。

　

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
致
し
ま
す
。

す
る
株
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
毒
組

成
の
決
定
に
は
環
境
水
の
性
質
特
に
ｐ

Ｈ
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
本
種
は
大
量
発
生
し
な
い

も
の
の
場
所
に
よ
っ
て
は
貝
の
毒
化
に

も
関
わ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
研
究
の
過
程
で
、
幸
い
な
こ
と

に
三
陸
と
い
う
都
会
か
ら
は
遠
い
場
所

に
い
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
か
フ
ィ

リ
ピ
ン
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー

シ
ア
、
台
湾
な
ど
の
国
々
の
研
究
者
達

と
親
密
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
望
外
の
喜
び
で
し
た
。
本
学

か
ら
東
大
に
移
ら
れ
た
福
代
康
夫
先
生

を
班
長
と
す
る
東
大
海
洋
研
の
多
国
間

学
術
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
害
藻
類

グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の

本
学
部
は
海
外
と
の
共
同
研
究
が
盛
ん

で
、
三
陸
に
結
構
な
数
の
外
国
人
が
滞

在
し
て
研
究
や
研
修
に
励
ん
で
い
た
こ

と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。　

４
．
東
日
本
大
震
災

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
震
災
は
本

学
部
の
運
命
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
職
員
と
同
窓
生
の
方
々
の
献

身
的
な
働
き
も
あ
っ
て
、
何
と
か
地
震

で
や
ら
れ
た
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
は
維
持

さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
は
学
部
ご
と
相

模
原
に
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
船
渡
湾
、
越
喜
来
湾
の
記
憶
喪
失

毒
生
産
機
構
や
毒
生
産
の
生
理
・
生
態

学
的
意
義
に
も
関
係
す
る
と
考
え
、
こ

の
点
に
つ
い
て
そ
の
後
培
養
実
験
で
追

求
し
ま
し
た
。
卒
論
生
や
大
学
院
生
が

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
こ
の

珪
藻
の
毒
生
産
は
微
量
栄
養
素
の
鉄
の

取
り
込
み
に
関
連
し
て
細
菌
と
の
相
互

作
用
の
結
果
起
こ
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
学
術
調
査
で
ベ
ト
ナ
ム

を
訪
れ
た
際
、
偶
然
汽
水
域
か
ら
分
離

し
た
変
わ
っ
た
珪
藻
を
持
ち
帰
り
培
養

実
験
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
記
憶
喪
失
性

貝
毒
を
高
度
に
作
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
も
卒
業
生
が
が

ん
ば
っ
て
さ
ら
に
調
べ
て
く
れ
た
結

果
、
こ
の
珪
藻
は
ベ
ト
ナ
ム
ば
か
り
で

な
く
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
汽
水
域
に
広

く
分
布
す
る
こ
と
、
こ
の
分
布
拡
大
に

は
黒
潮
な
ど
の
海
流
が
貢
献
し
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
主
成
分
の
ド
ウ
モ
イ

酸
に
加
え
て
２
種
類
の
異
性
体
も
生
産

研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

Ｆ
Ａ
28
期　

飯
田　

碧

ベトナム・ハイフォン調査
2015年６月

高橋会長と飯田氏
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ま
れ
る
の
で
す
が
、
淡
水
で
飼
育
し
て

い
る
と
発
育
が
進
ま
ず
そ
の
ま
ま
死
ん

で
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
塩
分
の
含
ま

れ
た
水
で
飼
育
す
る
と
順
調
に
発
育
す

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
淡
水
で
生

ま
れ
る
の
に
、
淡
水
で
は
生
き
て
い
け

な
い
不
思
議
な
生
態
を
も
っ
て
い
た
の

で
す
。
色
々
と
研
究
を
進
め
る
と
、
ボ

ウ
ズ
ハ
ゼ
は
近
縁
種
の
熱
帯
に
生
息
す

る
種
と
似
た
特
徴
を
持
っ
て
い
て
、
み

な
、
海
で
の
生
活
が
必
須
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ア
ユ
は
、
琵
琶
湖

の
よ
う
な
淡
水
湖
で
生
活
史
の
初
期
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
り
と
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
淡
水
魚
に
近
い
生
活
史
を

も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ユ
と
ボ

ウ
ズ
ハ
ゼ
は
淡
水
よ
り
か
海
水
よ
り

か
、
と
い
う
根
本
的
な
部
分
が
ず
い
ぶ

ん
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
で
博
士
号
を
取
得

し
て
、
次
は
生
物
多
様
性
の
高
い
、
琉

球
列
島
で
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
、
同
じ
川
の
中
に
棲
む
ハ
ゼ
で

も
、
種
に
よ
っ
て
淡
水
よ
り
か
海
水
よ

り
か
と
い
う
よ
う
な
傾
向
の
異
な
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
、
な

ぜ
魚
が
回
遊
す
る
の
か
、
と
い
う
最
初

の
疑
問
に
対
す
る
答
え
に
は
た
ど
り
着

き
ま
せ
ん
が
、
回
遊
に
は
環
境
が
大
き

く
影
響
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
の
も

と
、
今
は
勤
務
地
で
あ
る
佐
渡
島
を
中

心
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
初

め
て
佐
渡
へ
来
て
、
島
だ
け
れ
ど
も
、

る
場
所
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
深
い
山

に
よ
っ
て
水
は
澄
み
、
美
し
い
地
域
で

す
。
こ
の
紀
伊
半
島
で
の
研
究
生
活
が

全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
三
陸

で
過
ご
し
た
３
年
間
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

話
を
研
究
に
戻
し
ま
す
。
私
が
研
究

を
開
始
し
た
時
点
で
分
か
っ
て
い
た
の

は
、
調
査
地
で
あ
る
和
歌
山
県
の
川
で

は
、
毎
年
夏
に
な
る
と
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
が

大
挙
し
て
時
に
は
水
か
ら
体
を
出
し
て

ま
で
上
流
を
目
指
し
て
「
岩
登
り
」
を

す
る
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
現
象
か
ら
、
海
と
川
の
中
だ

け
で
な
く
、
川
の
中
で
も
季
節
ご
と
に

移
動
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
潜
水
観
察
を
行
い
ま
し
た
が
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
ず
、
本

種
が
石
の
下
で
冬
眠
す
る
こ
と
だ
け
が

分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、
産
卵
期
や
成

長
パ
タ
ー
ン
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
史

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
史

は
四
季
に
対
応
し
て
き
っ
ち
り
と
決

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ア
ユ
よ
り
小
型
な

の
に
６
年
も
生
き
る
こ
と
な
ど
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
最
初
の

予
想
と
は
少
し
違
い
、
ア
ユ
と
全
く
同

じ
で
は
な
さ
そ
う
で
し
た
。
次
に
、
生

ま
れ
て
す
ぐ
や
海
で
過
ご
す
仔
魚
の
生

態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
野
外
調

査
に
加
え
て
、
飼
育
実
験
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
は
川
で
生

か
。
回
遊
魚
に
は
海
だ
け
を
回
遊
す
る

マ
グ
ロ
な
ど
、
海
と
川
と
を
行
き
来
す

る
通
し
回
遊
魚
な
ど
が
い
ま
す
。
通
し

回
遊
魚
は
、
サ
ケ
科
の
よ
う
に
産
卵
の

た
め
に
川
を
遡
る
遡
河
回
遊
魚
、
ウ
ナ

ギ
属
の
よ
う
に
産
卵
の
た
め
に
川
を
下

る
降
河
回
遊
魚
、
そ
し
て
産
卵
と
は
無

関
係
に
海
と
川
を
行
き
来
す
る
両
側
回

遊
魚
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
産
卵

と
い
う
の
は
生
物
に
と
っ
て
大
き
な
生

活
史
上
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
通
し
回
遊

魚
を
研
究
す
る
理
由
と
し
て
、
海
と
川

と
の
間
の
移
動
が
な
ぜ
起
こ
る
か
知
り

た
い
の
で
す
が
、
産
卵
と
同
時
に
起
こ

る
移
動
を
み
る
と
、
産
卵
と
い
う
大
き

な
出
来
事
に
よ
っ
て
移
動
の
原
因
を
追

及
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
両
側
回
遊
魚
を
研
究

対
象
と
し
ま
し
た
。

　

研
究
は
野
外
調
査
を
主
体
と
し
た
生

態
研
究
で
、
一
年
の
う
ち
多
く
の
期
間

を
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
紀
伊
半
島
・
和

歌
山
県
南
部
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
三
陸
と
負
け
ず
劣
ら
ず

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
く
な
い

場
所
で
す
。
研
究
費
節
約
の
た
め
、
東

京
か
ら
の
移
動
は
夜
行
バ
ス
、
修
士
課

程
の
う
ち
は
毎
月
、
博
士
課
程
で
は
一

度
行
く
と
２
、３
ヵ
月
、
と
い
う
滞
在

で
し
た
。余
談
で
す
が
、紀
伊
半
島
は
、

私
の
滞
在
中
に
熊
野
地
域
が
世
界
遺
産

に
な
り
、
そ
も
そ
も
熊
野
大
社
な
ど
古

く
か
ら
他
の
地
域
か
ら
訪
れ
る
人
の
あ

学
院
で
所
属
し
た
研
究
室
で
は
、
回
遊

魚
や
回
遊
す
る
生
物
の
生
態
に
つ
い
て

の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
漠
然

と
回
遊
す
る
魚
の
生
態
に
つ
い
て
研
究

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
い
く
つ

か
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ

と
い
う
魚
の
生
態
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
選
び
ま
し
た
。
三
水
会
の
み
な
さ
ま

の
多
く
は
ア
ユ
の
生
態
を
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
ア
ユ
は
、
秋
に
川
の
下
流

で
産
卵
し
て
、
生
ま
れ
た
仔
魚
は
海
で

冬
を
過
ご
し
、
春
に
な
る
と
再
び
川
へ

帰
っ
て
き
て
藻
類
を
食
べ
て
成
長
し
、

秋
の
産
卵
に
備
え
ま
す
。
産
卵
す
る

と
多
く
の
場
合
、
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
餌
を
盛
ん
に
食
べ
る
時
期
に
な
わ

ば
り
を
作
る
た
め
、
な
わ
ば
り
に
侵
入

す
る
個
体
を
追
い
払
お
う
と
す
る
行
動

を
利
用
し
た
の
が
、
ア
ユ
の
友
釣
り
で

す
。
ア
ユ
の
よ
う
な
生
活
史
を
両
側
回

遊 

（
り
ょ
う
そ
く
か
い
ゆ
う
） 

と
よ
び

ま
す
。
ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
も
ア
ユ
と
同
じ
よ

う
に
両
側
回
遊
を
行
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
食
べ
る
魚
で
も
な
い
た

め
、
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
多

く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ボ
ウ
ズ

ハ
ゼ
も
同
じ
よ
う
な
生
態
を
持
つ
の
だ

ろ
う
と
い
う
予
想
の
も
と
に
研
究
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
じ
回
遊
魚
で
も
、
な

ぜ
両
側
回
遊
魚
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
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輩
方
、
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
小
瀧

先
生
や
吉
永
先
生
、
お
祭
り
に
呼
ん
で

く
だ
さ
る
主
催
者
の
皆
様
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
に
開
催
し
た
小
瀧
先
生
の
祝
賀

会
で
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
と
も
な
り
ま
し
た
。
小
瀧
先
生
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
部
に
対
す
る
思
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

ま
り
ま
し
た
。
結
成
当
時
か
ら
の
意
思

や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
現
在
の
北

里
三
陸
湧
昇
龍
部
の
新
し
い
活
動
を
開

拓
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
進
化
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
見
に
来
た
方
々
に
笑
顔
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

園
に
繰
り
出
し
、
日
本
の
ビ
ー
ル
製
造

の
歴
史
に
残
る
レ
ン
ガ
造
り
の
製
造
工

場
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
こ
だ
け
で
し
か

味
わ
え
な
い
特
製
の
生
ビ
ー
ル
で
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
み
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
三
水
会
準
会
員
活
動
助

成
金
を
交
付
し
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
北
里
三
陸

湧
昇
龍
部
の
活
動
を
評
価
し
て
頂
け
た

こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
北
里
三
陸
湧
昇
龍
部
部
員
一
同
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
海
洋
生
命
科
学

部
が
こ
こ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転

し
て
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
北
里

三
陸
湧
昇
龍
部
は
三
陸
時
代
に
結
成
さ

れ
、
よ
さ
こ
い
を
踊
り
続
け
て
14
年
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
男
子
部
員
14

名
、
女
子
部
員
52
名
の
総
勢
66
名
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
相
模
原
市
を
中
心

に
、
東
京
・
埼
玉
・
岩
手
な
ど
各
地
で

活
動
を
展
開
し
、
精
力
的
に
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
相
模
原
に
移
っ
て
か
ら

の
部
の
基
盤
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
橋
会
長
と
長
谷

川
理
事
か
ら
は
ご
丁
重
な
ご
挨
拶
等
を

頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
に
お
け
る
参
加

者
の
近
況
報
告
で
は
、
な
つ
か
し
い
三

陸
で
の
思
い
出
話
は
も
と
よ
り
若
い
会

員
の
活
躍
ぶ
り
に
感
心
さ
せ
ら
れ
、
ま

た
、
定
年
退
職
を
迎
え
た
会
員
の
元
気

な
生
活
ぶ
り
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
前
回
も
好
評
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
会
員
の
ご
厚
意
で
数

多
く
集
ま
っ
た
北
海
道
産
水
産
物
な
ど

の
景
品
が
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
ま
し

た
。
景
品
を
受
け
取
ら
れ
た
方
々
は
皆

そ
の
豪
華
さ
に
感
激
し
て
景
品
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
会
員
に
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。
二
次
会
に
も
多
く
の
方
々
が

残
り
、
学
生
だ
っ
た
時
の
よ
う
に
盛
り

上
が
り
楽
し
い
札
幌
の
一
夜
を
過
ご
し

ま
し
た
、
皆
さ
ん
ご
満
足
い
た
だ
け
た

よ
う
で
す
。
翌
日
２
月
21
日
に
は
、
緒

方
副
学
長
や
来
賓
の
方
々
と
、
飛
行
機

搭
乗
ま
で
の
待
ち
時
間
で
札
幌
ビ
ー
ル

ど
こ
と
な
く
三
陸
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気

に
懐
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
島
と
い

う
生
態
的
に
興
味
深
い
地
域
で
、
こ
れ

か
ら
も
通
し
回
遊
の
生
態
を
解
明
す
る

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
は
多
く
の
方
の
支
え
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
月
20
日
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル

札
幌
駅
前
に
お
い
て
、
冬
の
悪
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
学
か
ら
緒
方
副
学
長

と
野
村
名
誉
教
授
、
ま
た
、
三
水
会
か

ら
高
橋
会
長
と
長
谷
川
理
事
に
ご
臨
席

頂
い
た
だ
き
総
勢
28
名
で
北
海
道
地
区

親
睦
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
緒
方
副
学
長
か
ら
は
、
相
模
原
に

新
設
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
や
華
や

か
で
充
実
し
た
学
生
生
活
の
現
状
と
、

震
災
後
に
整
理
さ
れ
た
三
陸
の
校
舎
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
、
目
覚
ま
し

い
発
展
を
し
続
け
て
い
る
海
洋
生
命
科

学
部
に
参
加
し
た
会
員
一
同
感
激
し
ま

し
た
。
ま
た
、
野
村
名
誉
教
授
か
ら

は
、
震
災
時
の
映
像
を
交
え
て
三
陸
の

状
況
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
、
こ
の
災

害
の
激
し
さ
と
復
興
の
現
状
を
実
感
し

平
成
28
年
度
三
水
会
準
会
員
活

動
助
成

海
洋
生
命
科
学
部
北
里
会

北
里
三
陸
湧
昇
龍
部 

主
将　

３
年

阪　

圭
介

北
海
道
地
区
親
睦
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。Ｆ

Ａ
３
期　

水
鳥　

純
雄
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　あの東日本大震災から５年半が過ぎました。いまだに東北地方は復興の道半ばでありま
すが、そんな折、ことしの４月には熊本で大きな震災がありました。漸く地震は収束に向
かっているようですが、復興はこれからのようです。会員の中にも被害に遭われた方がい
らっしゃると思います。この場をお借りしてお見舞い申し上げます。地震や津波による被
害の復興には多くの年月がかかりますが、さらに原発事故の被害はその実態すら不明なま
ま記憶から消えようとしています。「天災は・・・」と昔から言われているように忘却す
ることが被害を大きくし、復興を遅らせることになると思います。関東大震災を忘れない
ために設けられた防災の日を迎えたことでもありますので、改めて東日本大震災と熊本地
震そして原発事故について考えてみてもよいかもしれません。

■ 三陸の思い出写真展ご案内とお願い
　私たちが学生時代を過ごした三陸の魅力と思い出を、多くの方々にお届けする写真展を下記のとおり開催します。
また、卒業生皆様から三陸の風景や集合写真等、思い出写真提供のご協力をお願いします。
開催日時：2017年３月10日（金）～2017年３月12日（日）
開催場所：エッサム神田　１階ギャラリー（JR神田駅東口徒歩１分，東京メトロ銀座線　神田駅３出口前）

＜写真提供の受け入れ＞
①　メールでの送付：お持ちのパソコンでウイルスチェックを行い感染していないことを確認した上，撮影場所，
撮影日時をタイトルにご記入し下記まで送信ください。（画像データの場合　例）19871008崎浜JPGなど）

②　写真の郵送：ご提供いただける方は，送付先の住所をご連絡致しますので下記に問い合わせ下さい。また，写
真の返却をご希望される方は，写真の裏に氏名を記入し，ご住所と氏名を記入した返信用封筒（切手を貼ってく
ださい）を同封のうえ，送付をお願い致します。こちらも写真の裏に撮影場所，撮影日時をご記入ください。
　　写真は，お一人様最大５枚までとさせていただきます。なお，ご提供いただいた写真につきましては，企画本
部にて選別を行わせていただきますので，予めご了承ください。（写真提供締め切り11月末まで）
① ②とも越喜来チルドレンまで（メールアドレス：sanrikuphoto@gmail.com）主催者代表　FM32期：山本浩司

編
集
後
記

―　三陸義援金締め切りのお知らせ　―
三水会長　高橋　明義

　平成23年３月11日午後２時46分に発生した東日本大震災により、昭和47年（1972年）の水産学部創設当初よ
りお世話をいただいておりました、大船渡市三陸町越喜来（旧気仙郡三陸町越喜来）も甚大な被害を受けまし
た。私ども三水会員の第二の故郷とも言える三陸町へのご恩返しとして、支援活動及び復興活動の資金として
使われることを目的に、三水会は大震災直後から義援金の受付を開始しいたしました。これまでに数多くの皆
様より寄せられた義援金は平成28年７月25日現在で13,441,772円にのぼります。そして次のとおり総額９百万円
を支援させて頂きました。
（1）越喜来漁業協同組合に300万円（平成23年６月17日）。（2）三陸港祭り実行委員会に300万円（同７月15日）。
（3）社団法人崎浜公益会に200万円（同９月21日）。（4）越喜来小学校災害基金に100万円（平成24年４月28日）。
　本年３月には震災発生から５年が経過いたしました。諸般の情勢を勘考し、平成29年３月31日を持ちまして
一旦この義援金活動を締切らせていただくことを考えております。平成28年５月末日現在でお預かりしている
義援金は約440万円でございます。が、あと半年間のこの活動を通じて、三水会員の気持ちを少しでも多く三
陸町の皆様へお届けしたいと思います。今後も皆様方の暖かいご
支援をお願い申し上げます。
　最終の寄付先としまして、将来、地域と日本あるいは世界を背
負う人材の育成を願って越喜来小学校ならびに越喜来中学校、ま
た、北里大学水産学部・海洋生命科学部卒業生の大多数が仮の宿
としてお世話になった崎浜地区の社団法人崎浜公益会等に対する
寄付を検討しております。

義援金窓口；郵便局・ゆうちょ銀行
口座記号番号； 00510-6-100763
口座加入者名；三水会援助の会
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